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1981a, 1991, 2012）の可能世界意味論（possible 














　研究背景について述べる。モダリティ研究は 2  
つの立場に分かれている。単義性分析と多義性分 
析である。筆者が扱うKratzer（1977, 1981a, 1991, 
2012）は、一般的に単義性分析と言われている 
（cf. Papafragou（2000: 29, 1998: 8）, Groefsema
8










































(1) Go to the bathroom. 合田（2015: 47）
(2) Have some of this cake. 合田（2015: 48）
(3) You must finish the paper by tomorrow.





























(4) a. You must do a paper.














　 6 章 で はmustを 中 心 に 可 能 世 界 意 味 論 と
Searle（1969, 1979）の言語行為理論によって考
察した。
(5) You must have some of this cake.
  Lakoff（1972b: 910）
(6) You have to have some of Aunt Marie’s pie.

























(7) ∥MUST (p)∥w = {w1: world w1 such that 
the speaker S thinks that the proposition p 
designated by the conditions of success is 
true at w1 (w < w1): Hearer H does some act 
such that p is true at w1.}





(8) ∥MUST (p)∥w is true iff ∀w′ [w′∈W: w′≤s (∩ 
ƒcond.(w))]∥p∥w′
　（∥MUST (p)∥wが真である必要十分条件は次
の場合である。すなわち、全ての 可能世界 
w′において、発語内行為が成立する条件に
よって指定された義務命題が真になり、発話
世界から接近可能で、順序源で順序付けられ
ている。その接近可能な集合は命題pが真に
なる集合である。）
　本論文を通して、言語行為理論を可能世界意味
論の意味形式に組み込むことによってKratzerの
枠組みを補い、より語用論と両立して使いやすく
なることを主張した。
可能世界意味論と言語行為理論から捉えた根源的モダリティmustの研究
